
地場ブランド「讃岐ざんまい」として
企画・製作した、色鮮やかなトートバッグ。

青空の下、作業場の中庭で染色した布を乾かす様子。大川原染色
本舗は200年以上前に藍染めから始まりました。
青空の下、作業場の中庭で染色した布を乾かす様子。大川原染色
本舗は200年以上前に藍染めから始まりました。
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仕事場には、ものづくりの歴史を担う凜とした空
気が漂っています。

写真左：染色の作業中。さまざまな種類や大きさ
の刷毛を使って色を差します。
写真右：丁寧に手入れされた道具が、次の作業を
待つように並んでいます。

香川で最古級の企業。印染の技術を継承し、
時代に合った新しい製品も生み出す。

200年超の歴史を持つ老舗染色店。200年超の歴史を持つ老舗染色店。
が落ちて白い線の模様が浮上。それを乾かし、
様々な形に縫製して製品に仕上げます。
　大川原さんは7年ほど前から他の伝統工芸
や地場産業の職人と協力して地場ブランド
「讃岐ざんまい」を立ち上げ、現代生活の中で
使いやすいアイテムを提案しています。中でも
牡丹の柄のトートバッグなどが人気です。「印
染という歴史のある技とともに、手仕事で作
られたものを大切に使う習慣も広めたい」と
大川原さん。そのために、あらゆる領域へ積極
的に挑戦しています。

　写真現像の技師をしていましたが職人の世界に憧れ、
転職して12年になります。やっと仕事全体の流れが分かっ
てきました。絵を描くことを含め、印染の仕事全体がとて
も楽しいです。商品開発などにもチャレンジできるように、
まずは職人として基本の力をつけて行きたいですね。

　現代の生活文化の素にある工芸を絶やさず、未来に繋げるのが
職人の役目。さらに、他の工芸やアートの見聞を広め、お客様の要望
や自分の発想をカタチにできる創造性も磨く必要があります。自ら
力のある職人を目指すとともに、優秀な職人を増やしたいですね。

有限会社 大川原染色本舗
■染による布製品（旗・幟・油単など）の製造
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
竹本 功さん

本社：香川県高松市築地町9－21
☎ 087-821-5769
　 087-821-5227
https://www.ok-flag.co.jp

設　　立■ 
資  本  金■ 
従業員数■ 

1804年（文化元年）
300万円(2018年9月現在)
7名（2018年9月現在）

Company Profile

職人の世界で技を磨く。

技術とともに、職人文化も育てる。
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代表取締役　大川原 誠人

Staff Voice

　江戸時代、文化元年（1804年）頃に創業し
七代続く染色店。顧客からの依頼で、大漁旗や
祭りの幟、獅子舞の胴部分の布になる油単な
どを製作。社長の大川原さんは「讃岐のり染」
という伝統技法で、香川県伝統工芸士に指定
されています。
　讃岐のり染は、昔ながらの手法で時間を掛
け、いくつもの行程を経て完成に。まず、絹や綿
の白布にもち米ののりで模様を描き、さまざま
な色を差し分けて染め上げます。布を高温で
蒸して色を定着させた後に水洗いすると、のり

のぼり ゆたん


